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『多久市郷土資料館』

　社団法人関西吟詩文化協会佐賀豊明会（古川大吉会長）は、
多久市内外の小学生から92歳の高齢者が会員で約200人、30教
室がある詩吟のグループです。年齢を問わず誰でも詩吟を楽し
んでいます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　毎週水曜日、市内外で教室を開いている指導者のための教室
が中央公民館であります。6月29日は『諸田賢順を偲ぶ会』で
詠う漢詩を練習。市内の詩人の松下登美保さんと副島健三さん
作の漢詩を、古川会長が一節ずつ詠って指導します。漢詩の意
味や時代背景についても詳しく説明し、歴史を知ることもでき、
指導を受けた指導者は各教室に持ち帰り会員に伝授します。　
　詩吟歴40年の松本繁さんは、「優れた名詩は感動を与え、好
きな詩を詠う楽しみがあります。腹式呼吸でストレス発散し、
健康のためにも良いです。多久市は漢詩の里。『岸川節譚』、『多
久八景の詩』、『草場佩川の詩』など地域にある詩を詠って残し
ていこうと思っています」と話し、聖廟釈菜奉納吟や市文化ま
つり、各町文化祭で活動をしています。一緒に漢詩を吟じるこ
とを楽しむ新会員も募集中です。　　　　　　　　　　　　　

　学問所を設け聖廟を建て、文教の里多久の礎を築い
た佐賀藩多久領四代領主多久茂文公。しかしその道のり
は、決して平坦ではありませんでした。今回紹介する資

料「家
かちゅうのものどもへもうしわたしそうろうてがしら

中之者共江申渡候手頭」（1695）には、学問を多久
に根付かせようとする若き領主の苦闘がよくあらわれて
います。「最近の若者たちは努力を怠り、何事にも不真
面目である。このままでは多久が立ち行かなくなってし
まうため、悔い改め学問や武芸に精進しなければならな
い」とし、「学問と武道、侍の心構えを身につけ、それ
ぞれの役目に励むこと」など 3か条のお触れを出し、こ
れを守らない者には家督を継がせないなど厳しい罰を与
えることが記されています。　　　　　　　　　　　　
　今年は茂文公没後300年です。　　 　　　　　　　　  

◀「家中之者共江申渡候手
　頭」佐賀県重要文化財・
　多久家資料にはこのよう
　な古文書が約2,800点あ
　り、まさに多久の宝とい
　えます。

▼毎週水曜日、中央公民館の詩吟指導者教室のみなさん

問 多久市文化連盟　☎74－3241

吟じることを楽しむ！ 
新メンバーも募集中
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■問い合わせ　多久市郷土資料館　☎75－3002

●連載４● 郷土資料館で学ぶ多久の歴史

多久茂文公没後300年

開館時間 / 9 時～16時　入館 / 無料
休館日 / 月曜日
　　　（月曜が休日の場合は開館し翌火曜休館）


